










糖尿病治療において食事療法は最も基本となる治療法である。現在の糖尿病の食事療法の

根本方針は,1 日に摂取する熱量を適正とすることである。糖尿病者は，まず第 1にこの決

められた適正な熱量摂取を守るよう教えられる。次に,摂取熱量を 3大栄養素である糖質,

蛋白質,脂質に配分する。このさいバランスのとれた食品構成をはかるわけであるが,この

配分をいかにすべきかについては古くから様々な論義があり,厳密な意義での定説はない

のが現状である。 

ここでは,①一般食(糖質 60％,蛋白質 20％,脂質 20%)と,②低糖質食(糖質 20％,蛋白質

40%,脂質 40%)の 2 種の食事を用意し,糖尿病者がこれを摂取した場合のインスリン需要量

および食後の血糖曲線の変化を人工膵島(Biostator  R)を用いて比較検討した。なお,食事

は一般食,低糖質食とも 1600kcal/3meals とした。 


